
 
 

 

 
 

 

１ 川中生全員の「今年の目標」を確認しラミネートして手渡しました 
１月８日の全校集会時に生徒自身が抱く「今年の目標」を全て確認し

て、「絶対に達成してほしい！」という想いを込めて川登中学校長印を

押して、ラミネートした後に返却しました。その際に、 

自己目標の達成に向けて、日々の生活の中で一生懸命に努力し続ける

ことは、目に見え難い極小さな成長ですが、その継続がとても大きな成

長につながる尊いことです。ややもすると、努力の成果が目に見える一
歩手前で諦めてしまい、疑心暗鬼に陥ってしまいがちです。 

松下幸之助氏（パナソニックの創業者）は次の名言を残されています。 

【成功とは成功するまでやり続けることで、 
失敗とは成功するまでやり続けないことです】 

同様に、【目標達成とは達成するまでやり続けることです。】この意識

を持ち続けて、絶対に実現してほしい。 
と話しました。 

真剣に聴き入っている川中生の姿を見ると、更

にその想いが強まりました。目標を達成して、自
信満々の笑顔でいる川中生を期待しています。 

全生徒の目標を一覧

表にまとめる際に、各
生徒の様々な想いを感

じ取り、「是非とも達成

してほしい！」と更に
強く思いました。その

実現に向けた努力を期

待し、学校でも家庭で
も支援していきたいと

考えています。 

ぜひ家庭でも話題に
していただき、意欲の

向上につなげていただ

けたらと思いますので
よろしくお願いします。 

武雄市立川登中学校 学校通信   第 20 号      R2. 1.27 

夢（ゆめ）   文責 校長 池田 新 

－ 自立の精神に満ちた豊かな人間力の育成 － 

【生徒の「目標カード」と校長室に掲示している「全生徒の一覧表」】 



２ 私立高校前期入試を終え、後期入試、県立高校特別・一般選抜入試 
合格発表をドキドキしながら待ち、「合格だよ！」の発表に歓喜の声

が聞かれたと３年の先生から報告がありました。合格のために努力した

ことを「自信」として、この後も続く入試に向けて更に努力を重ねてほ
しいものです。そして３月６日の卒業式を立派に迎え、県立高校一般入

試の合格発表後、３２名の３年生全員が第一希望の進路を実現して心の

底から喜ぶ姿を見たいと思います。 

３ ８時からの朝読書が、落ち着いた学校生活に結びついています 

朝読書は「読書に親しむ」「読む力を育む」「語彙力や漢字力を高める」

などと共に【落ち着いた気持ちで学校生活をスタートする】という目的

があります。３年生は真剣に受験勉強に取り組んでいます。 

８時からの「朝読書」の充実のためには、７時 50 分には校門を通過

し、55 分には教室で学習用具を机に入れる・課題等を提出する、そして
気持ちを落ち着かせる必要があります。ご協力をお願いします。 

今後も時間に余裕をもって登校し、落ち着いた気持ちで学校生活をス

タートして充実した学校生活にしてほしい、と期待しています。 

４ 篠笛の指導者の方から３名の生徒に自作の篠笛をいただきました 

本校での指導時に「学校以外でも練習を継続したい人には篠笛を贈呈

したい。」と話されたところ３名の生徒が希望したので、自作された篠
笛を贈呈していただきました。 

その際に「郷土の素晴らしい伝統芸能を、

太鼓・鉦・舞も含めて楽しんでほしい。自分
たちの誇りとして、後輩にも伝えてほしい。

篠笛上達の秘訣は、短時間で良いから毎日練

習してリズムを体で覚えること、継続は力な
りである。」と伝えられました。 

伝統芸能に触れることで地域に愛着を持ってほしい、という目的で取

り組んでいますので、継続して練習したいという生徒の意思をうれしく
感じるとともに、川中生の意思を組んでいただいたことに感謝の念を抱

いています。伝統芸能の継承者になってくれると期待しています。 

５ 第 69回社会を明るくする運動作文コンクールの感謝状をいただきました 
法務省による上記コンクールに協力的な学校として昨年度に引き続

き佐賀保護観察所長感謝状が授与されました。これは、川中生が「より

よい社会を築く重要性」を強く感じている証でありとても誇らしいこと
と思います。今後もよりよい社会づくりに貢献してほしいと思います。 
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